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外部評価 様式   

令和６年度 泰明小学校 外部評価報告書 

評価委員：秋元有子委員長、林俊行副委員長、和地泰志委員、渡邉政博委員 

報告書作成者：渡邉政博委員 

評価時期  令和７年２月 

１ 重点目標の評価 

重点目標１について  「思いやりの心の育成」 

 ・コロナ禍から少しずつ従来の方法で行事を行うことができるようになったことで、下

級生が上級生の様子を見て、憧れをもてるようになってきているのはよいことだと感

じている。 

・学習面での課題より生活面（公共のマナー）の課題をもっている児童が多い。保護者

も受け止め方が様々で、問題意識に差があるように感じられる。学校としても、児童

への指導とともに、保護者への働きかけも継続して行ってもらいたい。 

 

重点目標２について  「確かな学力の保障と学習意欲の喚起」 

 ・知識があり、テストでいい点を取る児童が多い。しかし、自分の考えを表現すること 

が苦手な児童が増えてきている。自分の思いを相手に伝わるように話すことができな

い児童がいる。話して表現する指導を大切にしてほしい。 

 ・泰明小学校は、銀座の方の協力により、様々な体験活動を計画的に行っている。今後

も体験を通した学びを大切にしてほしい。 

 

重点目標３について  「児童の健康づくりの推進」 

・体力調査の結果を見ると、以前より結果がよくなっている。昨年度からマイスクール

スポーツを持久走に変更して年間を通して体育朝会で取り組んだり、運動習慣を身に

付けるための泰明タイムの回数を増やしたりした学校の取り組みが結果に現れてきて

いると思う。 

 

２ 今後の改善に向けた意見 

 ・泰明小学校について調べたい人は、まずホームページで検索する。随時更新し、魅力

的なホームページを作成することが必要だと思う。先生方がホームページを作成する

のは、負担ではないか。外部に委託することを考えていければいいと思う。 

 

３ その他の意見 

 ・PTA活動については、様々な意見が出てきている。考えは受け止めながら、改善でき

るところは改善していきたいと考えている。 

 

 

  


